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いいやま

携帯電話でアクセス

1 月 16 日

常盤地区活性化センターで

除雪支え合い講座が

開講されました。

越後雪かき道場の皆さんをお招きし
「雪掘りとうど塾」指南役に
除雪活動の指南のしかたを
伝授していただきました。

平
成
28
年
度 

雪
掘
り
と
う
ど
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

い
ま
し
た
。
地
元
区
長
さ
ん
、
民

生
委
員
の
皆
さ
ん
が
指
南
役
と

な
り
、
普
段
雪
に
ふ
れ
る
機
会

が
あ
ま
り
な
い
参
加
者
に
ス
コ
ッ

プ
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
の
使
い
方
を

実
践
し
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
除
雪
講
習
の
後
は
、参
加
者
、

指
南
役
全
員
で
活
性
化
セ
ン
タ
ー

横
の
田
ん
ぼ
で
か
ん
じ
き
を
履
い

て
の
雪
上
リ
レ
ー
を
行
い
、
雪
に

親
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　
2
日
目
は
、
常
盤
地
区
内
の

4
軒
の
住
宅
で
除
雪
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
指
南
役
の
指

導
の
も
と
、
住
宅
の
周
り
に
高
く

積
も
っ
た
雪
を
、
ス
コ
ッ
プ
で
掘

り
進
め
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
雪
捨

て
場
に
運
ぶ
な
ど
の
役
割
分
担
を

し
な
が
ら
除
雪
を
行
い
ま
し
た
。

　
除
雪
活
動
終
了
後
、
活
性

化
セ
ン
タ
ー
で
修
了
式
、
昼
食

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
民
生

委
員
の
皆
さ
ん
が
調
理
し
て
く

だ
さ
っ
た
蕎
麦
や
け
ん
ち
ん
汁

等
の
飯
山
な
ら
で
は
の
料
理
を
、

全
員
で
和
や
か
に
談
笑
し
な
が

ら
味
わ
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に
雪

か
き
を
し
て
み
な
い
と
、
豪
雪

地
帯
で
の
雪
か
き
の
苦
労
が
分

か
ら
な
い
の
で
、
身
を
も
っ
て
体

感
で
き
た
の
は
貴
重
な
体
験
で

し
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
区
長
さ

ん
は
じ
め
常
盤
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
皆
さ
ん
、
関
係
団
体

の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
平
成
18
年
の
豪
雪
の
経
験
か

ら
、
雪
害
が
発
生
し
た
際
に
弱
者

世
帯
の
除
雪
支
援
を
行
う
、
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
目
的
と

し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
雪
掘
り

と
う
ど
塾
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
2
月
4
日
〜
5
日

に
か
け
て
常
盤
地
区
で
開
催
し
、

県
内
外
か
ら
の
参
加
者
16
人
、
常

盤
地
区
区
長
12
人
、
民
生
委
員

7
人
、
そ
の
他
常
盤
地
区
役
員

4
人
、
飯
山
市
社
協
職
員
6
人
、

長
野
県
社
協
職
員
1
人
の
総
勢

46
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
常
盤
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、
飯
山
市
の

風
土
、
除
雪
に
対
す
る
取
り
組

み
の
座
学
を
行
っ
た
後
、
活
性
化

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
除
雪
講
習
を
行

　
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作

成
事
業
」
の
取
組
み
を
市
内
全
地

区
で
進
め
て
お
り
、
現
在
市
内
62

区
が
作
成
済
で
す
。

　
マ
ッ
プ
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
①

自
主
防
災
組
織
の
結
成
。
②
地
区

内
の
災
害
時
要
援
護
者
の
把
握（
自

主
防
災
組
織
会
長
（
区
長
名
）
で
、

本
人
の
意
向
確
認
（
申
請
書
兼
台

帳
）
の
用
紙
を
全
世
帯
に
配
布
し

て
、
登
載
希
望
世
帯
に
記
入
し
て

い
た
だ
き
、
隣
組
長
に
回
収
し
て
い

た
だ
き
ま
す
）。
③
区
内
の
関
係
者

が
集
ま
り
マ
ッ
プ
作
成
と
な
り
ま

す
。
作
成
の
際
に
は
、
担
当
者
が

区
に
お
伺
い
し
、
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
作
成
に
必
要
な
地
図
や

備
品
に
つ
い
て
は
、
市
や
社
会
福

祉
協
議
会
で
用
意
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
区
内
で
災
害
時
に

お
け
る
助
け
合
い
に
役
立
つ
マ
ッ

プ
作
成
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
飯
山
市
社

会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
係
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
10
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
あ
た
た
か
い

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
戸
別
募
金
、
個
人
大
口
・

法
人
募
金
・
学
校
募
金
・
職

域
募
金
な
ど
、
市
民
・
商
店
・

企
業
・
学
校
な
ど
多
く
の
皆

さ
ま
か
ら
多
大
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
ま
た
、
区
長
、

民
生
委
員
の
皆
さ
ま
に
は
一

軒
一
軒
訪
問
し
募
金
活
動
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
街
頭
募
金
で
は
、
多
く
の

皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
道
の
駅
の
前
で
、
福
祉

体
験
教
室
「
わ
く
ワ
ク
と
う

ど
塾
」
の
参
加
者
や
市
内
児

童
館
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
募
金
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま

し
た
。
11
月
3
日
に
開
催
し
た
社

協
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
で
は
、

飯
山
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
街
頭
募

金
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
地
域
を
よ
く
す
る
寄

付
つ
き
商
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
、「
焼
き
カ
レ
ー
の
店
ペ
ン

テ
ィ
ク
ト
ン
」（
太
田
）
様
に
今

年
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

募
金
は
平
成
29
年
度
の
事
業
に

配
分
さ
れ
、
長
野
県
内
、
飯
山
市

内
の
福
祉
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
募
金
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
今
月
発
行
の
「
赤
い
羽
根

だ
よ
り
」
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
市
民
み
ん
な
で
見
守
り
と
う
ど
〜

見
守
り
と
う
ど
衆
　
研
修
会

　
当
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

住
み
慣
れ
た
場
所
で
誰
も
が
安
心

し
て
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
住
民

同
士
が
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
、「
見
守
り
と
う
ど
衆
」

の
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
隣
近
所
の
日
常
的
な
関
わ
り
の

中
か
ら
、
何
か
お
か
し
い
な
と
気

づ
い
た
と
き
に
は
区
の
役
員
や
民

生
委
員
さ
ん
へ
連
絡
し
た
り
、
介

護
保
険
や
市
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
ゆ

き
届
き
に
く
い
ち
ょ
っ
と
し
た
助

け
合
い
を
す
る
な
ど
無
理
の
な
い

範
囲
で
助
け
合
い
を
す
る
関
係
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
そ
ん
な
見
守
り
と

う
ど
衆
の
活
動
を
よ
り
推
し
進
め

て
い
く
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
こ

の
機
会
に
地
域
で
の
支
え
合
い
に

つ
い
て
、
共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

◆プロフィール
　１９５５年　下伊那郡大鹿村生まれ。
　病院勤務、障害年金暮らしを経て1996年駒ヶ
根市社会福祉協議会に入職し、地域福祉に従事。
2015 年３月定年退職後、４月から上伊那圏域
障がい者総合支援センター所長。
　趣味は水彩画、長野日報等に連載。

講師 上伊那圏域障がい者総合支援センター

所 長　片
かたぎり

桐 美
よしと

登 氏

「住民の支え合いと地域づくり」

３月5日（日）10：00～12：00

飯山市公民館　２階講堂
無料

日 時

場 所

参加費

《受付》9：30～　　《開会》10：00～

演 題

 

〜
災
害
時
に
お
け
る
区
内
の
助
け
合
い
〜

 『
災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
作
り
ま
せ
ん
か

目標額：7,500,000円　　　実績額：7,510,419円



施設名等 ご 芳 名 内 容 等

湯の入荘

斉藤 久遠 様 手芸「干支」の置物

桑原 米子 様 手芸「干支」の置物
押し花「銀河」展示

太田地区
社会福祉協議会 様 敬老会写真展示

大平 むつえ 様 パッチワーク「干支」
展示

平野 歌子 様 パッチワーク「さくら」
展示

ナルク飯山 上松 様 フリーマーケット
滝沢 周造 様 バスの雪下ろし

常岩の郷ながみね 小池 茂次郎 様 清掃ボランティア

飯山学園 警察少年ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 様 餅つき
信州プロレス 様 クリスマス会

北部子育て
支援センター

柳 とよ江 様

餅つき手伝い
村上 孝子 様
手塚 正夫 様
手塚 三四四 様
小林 正子 様
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平成28年 12月 21日～平成29年 1月 20日分

　 

お知らせと募集
この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、飯山市社会福祉協議会☎62-2840までご寄附・ご訪問

いつもありがとうございます

ご　寄　附
ご 芳 名 物　 品・ 金　 額 備 考
牧野 キヨノ 様 くず入 ご寄附

善意銀行
市村 元子 様 くず入 ご寄附
匿名 様 7,590 円（10 円玉）ご寄附

湯の入荘
峰村 和子 様 193 円（1円玉）ご寄附
吉平 かず子 様 1,222 円（1円玉）ご寄附
匿名 様 342 円（1円玉）ご寄附
松澤 たき 様 2,000 円 ご寄附
常盤地区
更生保護女性会 様 布類 ご寄附

デイサービス外様斉藤 様 介護用品 ご寄附
荻原理容店 様 タオル類 ご寄附

ご　訪　問
施 設 名 等 ご 芳 名 内 容 等
デイサービス外様 飯山ハーモニカクラブ

前澤 様 ハーモニカ・歌

今月の歌

　 　 
知 市社会福祉協議会では、次のとおり無料の相談事業を行っています。

市民の方はどなたでもご相談できます。お気軽にお越しください。

総合相談
3月21日（火）
9：00 ～ 15：00

午後は、弁護士による無料相談があります

ふれあい相談
毎週水曜日
9：00 ～ 12：00
飯山市福祉センター ( 本町 ) へお越しください

要予
約

・
職
員
の
別
れ
し
姿
寂
し
さ
よ

・
空
高
く
飛
び
さ
り
ゆ
く
は
赤
と
ん
ぼ

・
山
里
に
散
り
し
あ
じ
さ
い
冬
近
し

・
崖
の
雪
ド
ン
と
落
ち
て
雪
の
山

・
娘
よ
り
も
ら
い
う
れ
し
や
ク
リ
ス
マ
ス

・
風
吹
き
て
波
に
流
れ
し
菜
の
花
か

飯
山
　
　
服
部
　
リ
エ
子

・
ま
た
一つ
年
を
重
ね
て
老
い
て
い
き

・
音
も
な
く
雪
降
る
夜
の
さ
む
さ
か
な

飯
山
　
　
石
沢
　
タ
ツ
エ

・
家
族
愛
に
つ
つ
ま
れ
幸
せ
な
年
迎
え

・
抱
き
し
め
て
や
り
た
い
娘
の
冬
の
墓

・
笑
顔
か
ら
笑
顔
が
か
え
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
し
ん
し
ん
と
雪
降
る
夜
の
針
の
冷
え

・
お
は
よ
う
と
言
え
る
明
日
を
抱
い
て
寝
る

常
盤
　
　
　
小
野
　
し
ま

・
吹
く
風
に
寒
さ
身
に
染
む
雪
の
音

・
吹
雪
舞
う
寺
の
鐘
き
き
急
ぎ
足

常
盤
　
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
恵
」

・
華
や
か
な
ウ
ェ
ア
ー
す
っ
ぽ
り
身
を
包
み

新
雪
駆
け
る
ひ
孫
三
才

・
手
を
振
り
て
孫
子
は
車
中
の
人
と
な
り

バ
ケ
ツ
ス
コ
ッ
プ
納
屋
に
収
め
て

・
義
理
堅
き
住
人
に
似
て
か
北
の
空

包
み
切
れ
な
い
白
銀
の
御
祝
儀

飯
山
　
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
日
文
」

・
霜
氷
る
狗え
の
こ
ろ
ぐ
さ

尾
草
の
あ
ま
た
の
葉
な
り

初
冬
の
明
け
方
き
ら
め
き
見
ゆ
る

・
落か
ら
ま
つ
葉
松
の
す
か
し
し
見
ゆ
る
冬
の
森

葉
の
な
き
森
は
さ
む
ざ
む
寂
し

・
千
曲
川
川
面
に
映
る
秋
の
森

樹
々
の
紅
葉
水
面
に
ゆ
る
る

・
自
然
よ
り
幾
多
の
優
し
さ
受
け
取
り
て

普
遍
の
人
の
優
し
さ
尊
し

飯
山
　
　
　
　
丸
山
　
昌

平成 29年度　ボランティア活動保険・行事用保険加入手続きのお知らせ
保険の加入、詳細につきましては飯山市社会福祉協議会までご連絡ください。

平成 29年度　ボランティア活動保険・行事用保険加入手続きのお知らせ知

予約
不要

　　スマイルとうどのご紹介　　スマイルとうどのご紹介　　スマイルとうどのご紹介
知
　スマイルとうどは、さまざまな理由で生活の支援が必要な方（利用会員）を、スマイルとうど衆と呼ばれる活動会員
が支援する活動です。飯山市社協では、日常生活で支援を希望される方、スマイルとうど衆として生活支援をしていた
だける方を募集しています。

◆日常的な支援 600 円 / 時間（8：30 ～ 17：00）
　・家事援助（掃除、洗濯、調理、買物、通院・院内介助、薬の受け取り 等）
◆専門的な支援　1,000 円 / 時間（8：30 ～ 17：00）
　・福祉サービス利用援助 等※詳しい内容は社協までお問い合わせください。

☆急募☆
　現在、冬期間にスマイルとうど衆の専門的支援として、利用者宅から道路までの雪ふみ、雪片付け等を行っていただ
ける方を募集しています。活動者には 1時間 1,000 円の活動費が支給されます。わずかな時間でも活動できます。冬の
間だけでも活動していただける方は是非、市社会福祉協議会 地域福祉係までご連絡ください。

保険料（1名あたり） Aプラン Bプラン
基本タイプ 350 円 510 円

天災タイプ（基本タイプ+地震・噴火・津波） 500 円 710 円

　※対象とならないボランティア活動
　◎自発的な意思による活動とは考え難いもの
　　（例）・学校管理下にあたる先生、生徒のボランティア活動　など
　◎ PTA、自治会、町内会、老人クラブなどボランティ
　　ア活動以外の目的でつくられた団体・グループが
　　行う組織運営や団体構成員の親睦のための活動
　◎有償のボランティア活動
　　（交通費、昼食代、活動のための原材料費などの実費の支給を除く）
　　　⇒「福祉サービス総合補償」をご利用ください。
　◎自宅で行う活動
　　　（ただし、日常生活と明確に区別ができ、かつ活動計画書などで
　　　　内容が事前に確認できる場合は対象）
　◎保険上対象外となっているボランティア活動
　　（例）・海難救助または山岳救助ボランティア活動
　　　　・銃器を使用する害虫駆除ボランティア活動
　　　　・チェーンソーを使用する森林ボランティア活動　など

※対象となるボランティア活動
　日本国内における「自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボ
ランティア活動」で次の①から③までのいずれかに該当する活動
①グループの活動に則り企画、立案された活動であること。
②社会福祉協議会に届け出た活動であること。
③社会福祉協議会に委嘱された活動であること。

【ボランティア活動保険】

【ボランティア行事用保険】

　ボランティア活動中のさまざまな事故によるケガや損害賠償責任を補償
します。
補償期間：平成 29年 4月 1日午前 0時～平成 30年 3月 31 日午後 12時

（中途加入の場合は、加入手続き完了日の翌日午前 0時～）

Aプラン（宿泊を伴わない行事）
A1行事 A2行事 A3行事

１日 28円（最低保険料 560円）１日 126 円（最低保険料 2,520 円）1日 248 円（最低保険料 4,960 円）
Bプラン（宿泊を伴う行事）

１泊２日（2日間） 239 円 ４泊５日（5日間） 352 円
２泊３日（3日間） 293 円 ５泊６日（6日間） 357 円
３泊４日（4日間） 298 円 ６泊７日（7日間） 362 円

Cプラン（宿泊を伴わないかつ参加者が事前に特定できない行事）
A1行事

１日　28円（最低保険料  560 円）

※対象となる行事
　地域福祉活動やボランティ
ア活動の一環として日本国内
で行われる各種行事
（地域福祉活動とは、地域住民
や関係団体、ボランティア、
当事者などが主体的に参加し、
地域社会における福祉の問題
に対し、また地域の福祉を高
めるために取り組む活動です）

　皆さまの投稿をお待ちしています。
　〒 389-2253　飯山市大字飯山 1211-1　社会福祉法人　飯山市社会福祉協議会「今月の歌」係 宛
　　応募締切：3 月 6 日必着（締切日以降に投稿された作品は、4 月号に掲載いたします）。
　　※必ずフルネーム・連絡先（住所・電話番号）の記入をお願いします。

【利用者の声】
毎週買い物をしてもらい、
とても助かっています。

せら知おのらか荘入の湯
　昨年 12月 19 日、飯山市福祉センターで飯山市老人クラブ連合会の丸山一則
会長から湯の入荘に一円玉募金 136,353 円が贈呈されました。
　皆さまの浄財を贈呈していただき、感謝いたします。寄付金は湯の入荘の送
迎バス更新の際の購入費用等に充てさせていただきます。


